
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2016年 11月 4日 

留 学 先 大 学 フィリピン大学ディリマン校 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

☒特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2016年8月－2017年5月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

明治大学からこの大学に以前留学した学生がいなかったため体験記等が一切なく、とにかくネットで必死に検索し、情報収

集しました。日本人留学生のブログやフィリピン在住日本人のためのWebサイト等を閲覧し、フィリピンでの生活において何が

必要なのか、日本から何を持参すれば良いのか、事前に調べておいて良かったと思っています。準備不足としては、強いて

言うなら現地語のタガログ語の勉強を日本にいるときから始めておけば完璧でした。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：Tourist Visa 申請先：フィリピン大使館 
ビザ取得所要日数：5日 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：無料 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

往復航空券のコピー、現地滞在先の証明書、保護者の身分証明書及び口座残高証明 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

留学生用 Visa の 47(a)2 Visa は渡航後に大学側が代理で手配してくれるので、渡航前に自分で Tourist Visa だけ取得し

入国しました。大使館 HP より書類フォーマットをダウンロード→記入→大使館へ提出→5日後にパスポート受取 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

大使館 HP が大変分かりづらく、提出書類を全て準備したつもりで大使館へ訪問したが、書類が不足しており、結局二度手

間になってしまいました。大使館から直接受け取った「ビザ取得のための手引き」は HP のどこを探しても出てきませんでし

た。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

携帯電話の SIM ロック解除は日本で済ませてから渡航することをお勧めします。また、フィリピンの ATM からお金を引き出せ

るように日本で口座を開設してから渡航しました。 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JAPAN AIRLINES 

航空券手配方法 
      

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 ニノイ・アキノ国際空港 現地到着時刻 13:10 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

☒大学手配の出

迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 2.5 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

タクシーで寮まで向かうこともできますが、渋滞が激しいこと、通常料金より高い値段を請求される可能性が高いことを考慮

すると、大学のピックアップサービス（無料）を利用した方が賢明です。 

大学到着日 7 月 29日 17時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

☒はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ ☒寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  ☒二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 ☒他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 ☒大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 出願時に申込 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

      

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ☒あった  なかった 

日程 8 月 1日 

参加必須ですか？ 必須  ☒任意参加 

参加費用は？ ☒無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ キャンパス内の施設紹介、キャンパス内の移動手段の説明、履修登録の説明等 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ☒あった  なかった 

授業開始日 ８月８日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

留学生用ビザの発行申請。渡航後、オリエンテーション時に大学から説明有。基本大学が全てやってくれます。ただし、対

応がかなり遅いので取得に約 2 ヶ月半かかりました。費用は PHP2,500。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

      

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

大学近くのショッピングモールで入手可能。値段は機種によりますが、一番安いもので PHP400。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

☒到着後に（8月 3日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった ☒その他（オフラインで登録） 

登録時に留学生として優先されることは あった       ☒なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

履修したい科目のカレッジへ直接赴き、履修登録を行います。複数のカレッジから履修したい場合は、その全てのカレッジに

足を運ぶ必要があるため、効率よく回る順番をあらかじめ決めておいた方が良いです。先着順なので朝 7 時にカレッジへ到

着し、受付開始までの約 2時間、レギュラー生に混じって並びました。履修期間は 3日ほどです。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
      タガログ語チュー

ター 

地域開発入門

＠地域開発学

部 

                        

10:00 
PE(スキューバダイ

ビング) 

                        

11:00 
                              

12:00 
                                    

13:00 
      フィリピンの教育

システム＠教育

学部 

      フィリピンの教育

システム＠教育

学部 

      ボランティア       

14:00 
      タガログ語チュ

ーター 

            

15:00 
      フィリピン社会と

地域開発＠地域

開発学部 

                  

16:00 
                              

17:00 
                                    

18:00 
                                          

19:00 
                                          

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

フィリピンでトップの国立大学なだけあって、学生のレベルが非常に高いです。やる気に満ちた彼らと共に勉学に励むことがで

きるこの環境は日本では経験できなかったと思います。授業では生徒が交代でプレゼンテーションをし、プレゼンテーション

後の質問からそのままディスカッションへ発展、一コマ 3 時間の授業が終わるイメージです。キャンパス内の寮に滞在してい

ますが、時期に合わせてウェルカムパーティーやハロウィンパーティーを開催してくれるので、他の留学生やフィリピン人学生

とすぐに仲良くなれます。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

留学準備は応募段階から大変でくじけそうになることもあるかと思いますが、そんなときは 1 年後に第一志望の大学へ留学

している自分を思い描いてみてください。きっと留学への強い想いを持ち直して、また頑張れると思います。 

 


